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農
作
業
を
　
　  

に

安
全

【
川
崎
地
域
】

藤
原
　
弘
子
さ
ん
（
71
）

　

近
年
、
農
作
業
中
に
お
け
る
死
亡
事
故
の
発
生
は
多
発
傾
向
に
あ

り
、
岩
手
県
内
で
は
10
年
間
で
１
０
０
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
関
市
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
に
は
農
作
業
死
亡
事
故

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
２
年
に
２
件
、
令
和
３
年

に
１
件
の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
は
、
ほ
場
だ
け
で
は
な
く
、
公
道
や
自
宅
の
敷
地
内

な
ど
、
普
段
か
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
身
近
な
場
所
で
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
作
業
中
以
外
に
も
、
ほ
場
へ
の
移
動
や
機
械

の
点
検
整
備
中
な
ど
、
発
生
状
況
は
様
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付

け
て
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農
業
機
械
作
業
の

安
全
対
策

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki

女
性
目
線
で
生
産
者
と

消
費
者
の
パ
イ
プ
作
り

●農業機械の点検・整備は、必ずエンジンを

停止してから行いましょう。

●いざという時に、運転者以外でもエンジン

を停止できるよう、日頃から農業機械の緊

急停止ボタンやエンジンキーの位置を家族

で共有しておきましょう。

●転落事故から体を守るため、トラクターに

は安全フレームをつけ、運転者はヘルメッ

ト、シートベルトを装着しましょう。

●なるべく一人での作業は避け、家族にはあ

らかじめ作業場所と帰宅時刻を知らせてお

きましょう。

●農作業に出かけるときは、携帯電話を持ち

歩きましょう。

見
直
そ
う
！

　

国
道
２
８
４
号
線
を
一
関
方
面
か

ら
東
に
進
み
、
北
上
大
橋
を
渡
っ
て
ま

も
な
く
右
側
に
「
道
の
駅
か
わ
さ
き
」

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
駅
長
に
2
月
11

日
に
就
任
し
た

藤
原
弘
子
さ
ん
は
東
山
町
出
身
で
7

年
前
に
川
崎
町
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
年
半
前
に
道
の
駅
の
課
長
に
就

任
し
、
そ
し
て
1
年
半
前
に
店
長
を

歴
任
さ
れ
、
今
回
駅
長
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

　

道
の
駅
か
わ
さ
き
は
岩
手
県
37

駅

中
３
番
目
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
て
お

り
、
常
に
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品
を

消
費
者
に
提
供
し
て
地
域
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

藤
原
駅
長
さ
ん
は
、
道
の
駅
が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
20

年
が
経
過
し

当
時
か
ら
野
菜
を
供
給
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
農
家
さ
ん
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
も
あ
り
、
農
家
さ
ん

と
連
携
を
密
に
し
、
新
規
に
野
菜
な

ど
を
供
給
し
て
い
た
だ
く
方
の
発
掘

や
、
定
期
的
に
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
、

新
し
い
物
品
の
販
売
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
毎
日
の

朝
礼
と
昼
礼
の
時
に
、
従
業
員
か
ら

お
客
様
の
声
や
職
場
の
問
題
点
な
ど

を
聞
き
改
善
し
て
い
く
こ
と
と
、
女
性

目
線
で
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
取
材

時
は
吊
る
し
び
な
や
ウ
サ
ギ
び
な
の

展
示
を
行
っ
て
い
た
）
を
進
め
て
い
き

た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺　

修



　

総
会
で
は
地
区
の
理
事
が
中
心
と
な
り
、
地
区
内

の
女
性
農
業
者
等
の
意
見
交
換
会
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
研
修
会
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
管
内
の
肉
用

牛
繁
殖
農
家
・
肥
育
農
家
の
女
性
に
よ
る
「
い
わ
て
中

央
牛
愛
女
子
会
」
と
の
意
見
交
換
会
、
女
性
の
委
員

の
登
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
ま
た
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
研
修
会
「
女
性
が
活
躍
す
る
農
業
委
員

会
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
研
修
会
で
は
、
地
方
考こ
う

夢む

員い
ん

Ⓡ
研
究
所
長
（
一

社
）
全
国
農
業
会
議
所
専
門
相
談
員
澤
畑
佳
夫
氏
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
は
地
域
農
業
の
将

来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
設
け
、
目
標
地
図

を
含
め
た
地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
の
連
携
）

を
2
0
2
5
年
3
月
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
講
演
で
は
「
成
功
さ
せ
る
５
つ
の
合
意
形

成
」
と
し
て
①
市
町
村
内
部
の
合
意
形
成
②
関
係
機

関
・
団
体
等
と
の
合
意
形
成
③
農
業
委
員
・
最
適
化

推
進
員
と
の
合
意
形
成
④
認
定
農
業
者
等
と
の
合

意
形
成
⑤
地
域
全
体
で
の
合
意
形
成
が
重
要
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
地
域
計
画
に
つ
い
て
は
農
地

計
画
と
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
。
農
地
の

集
積
・
集
約
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、
農
地
利
用

の
未
来
設
計
図
を
ま
と
め
、
図
面
で
見
え
る
化
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
地
域
で
の
座
談
会
で

農
業
者
も
行
政
も
お
互
い
の
考
え
や
思
い
を
語
り
合

う
こ
と
。
文
句
や
愚
痴
を
言
っ
て
い
て
も
行
動
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。
」
と
現
場
に
多
く
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
か
ら
の
考
察
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
一
関
が
慣
習
な
ど
古
い
意

識
や
地
域
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
年
齢
、
性

別
、
立
場
な
ど
の
多
様
性
を
受
入
れ
、「
変
革
」
す
る

た
め
の
取
り
組
み
が
で
き
る
更
な
る
環
境
に
な
っ
て

い
け
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
、
と
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
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女性農業委員地区別懇談会開催
～SDGｓをゲームで学びました～

　県内女性農業委員組織「いわてポラーノの会」所属

の一関・平泉地区女性農業委員が主催する地区別懇

談会が１月１８日、一関市総合体育館で行われ、一関市

と平泉町の農業従事者など20人が参加しました。

　SDGｓと農業の関わりを学ぶ機会に、と企画された

もので、当日は㈱ムライロCOMPANY代表取締役の

村井淳さんを講師に、カードゲームを通してSDGｓの

１７の開発目標について理解を深めました。

　とくに農業に関連する「食糧の提供」「環境問題の

解決」「労働力の確保」の分野の目標については、参

加者から、個人でも積極的に取り組んでいきたいとの

意見がありました。

女性
農業委員
研修会

２
月
９
日
、
盛
岡
市
で
令
和
５
年
度
い
わ
て
ポ
ラ
ー
ノ
の

会
総
会
お
よ
び
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
活
動
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
は
農
業

委
員
会
会
長
、
事
務
局
長
と
の
合
同
開
催
で
、
「
地
域
計

画
づ
く
り
を
成
功
さ
せ
る
５
つ
の
合
意
形
成
」
の
演
題
で

前
向
き
で
具
体
的
な
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

松　

岡　

千
賀
子

農業委員

女
性
が
い
る
こ
と
で

困
る
こ
と
な
ど
一
つ
も
な
い
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　標準賃金の決定にあたっては、２月３日に各地域の

受委託農家などから構成する農作業標準賃金審議会

を開催し、最低賃金の引き上げや経済情勢、他市町

の動向などを基に審議しました。審議の中では、受委

託者双方から、若い人が農業に魅力を感じるようにし

なければならないという意見が複数あり、人力の部、

機械の部ともに引き上げとなりました。機械の部につ

いては、農機具や燃料費などの高騰により更なる引き

上げを求める意見もありましたが、生産物の単価が上

がっていない状況の中で、委託者も受託者もお互い苦

しい中でやっているという意見もあり、一律２％の引

き上げで集約されました。その後、２月８日の

農政専門委員会での協議を経て、

２月24日第18回農業委員会

総会で議決されました。

令和５年度の変更項目

◆人力の部

⃝人力作業１日（8時間）当り

   6,900円から7,500円に引き上げ

⃝オペレーター1日（8時間）当り

   10,600円から11,000円に引き上げ

◆機械の部 ： 一律２％引き上げ

田植え

⃝同時施肥

   520円加算を1,100円加算に

⃝同時薬剤散布

   520円加算を１種類につき330円加算に

令和５年度農作業標準賃金決定

標準賃金表は、目安を定めたもの

です。実際に作業料金を決める際

は、地域の事情や圃場の条件を

勘案し、委託者と受託者で充分に

話し合って調整してください。

農業委員会では、
令和５年度農作業標準賃金を
別紙のとおり決定しました。

　
岩
渕
正
司
さ
ん
は
、
農
家
の
跡
取
り
と
し
て
育
ち
、
高
校
卒

業
後
に
水
稲
を
主
体
に
和
牛
繁
殖
、
ぶ
ど
う
の
複
合
経
営
に
取

組
み
、
そ
の
後
町
内
の
仲
間
と
研
修
を
経
て
ぶ
ど
う
か
ら
和
梨
に

切
り
替
え
、
妻
美
代
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
専
業
農
家
と
し
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
　

　
導
入
し
た
当
時
、
花
泉
地
域
は
和
梨
の
北
限
と
い
わ
れ
栽
培
管

理
に
は
大
変
苦
労
し
た
が
、
仲
間
と
研
究
を
重
ね
て
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
出
来
た
、
と
振
り
返
る
。

　
ま
た
、
正
司
さ
ん
は
、
夏
川
地
区
基
盤
整
備
事
業
推
進
委
員
を

始
め
、
旧
花
泉
町
か
ら
市
町
村
合
併
時
の
一
関
市
農
業
委
員
を
経

験
す
る
な
ど
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
信
頼
も
厚
い
。
　
　

　
農
業
者
年
金
は
旧
制
度
で
加
入
し
た
が
、
平
成
14
年
の
新
制
度

に
移
行
し
た
際
に
は
、
国
の
政
策
支
援
制
度
に
該
当
し
た
こ
と
も

あ
り
、
継
続
し
て
加
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　
今
農
業
は
、
燃
料
や
肥
料
・
農
薬
等
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
が
見
え
な
い
今

だ
か
ら
こ
そ
農
業
経
営
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
若
い
担
い

手
の
皆
様
に
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
勧
め
た
い
、
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
　
佐
　
藤
　 

多
賀
幸

【
花
泉
地
域
】
岩 

渕
　
正ま

さ 

司し 

さ
ん

先
が
見
え
な
い
今
だ
か
ら

農
業
者
年
金
に
加
入
を
！

農業者年金は農業者の方

なら広く加入できる年金

です。詳しくは一関市農

業委員会事務局へお問い

合わせください。

電話 43-3606

農業者年金で老後も安心!



編

集

後

記

農
業
委
員
会
事
務
局
は
川
崎
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
一
日
が
終
わ
り
、布
団
に
入
り
眼
を
閉
じ
る

が
、ふ
と
原
稿
の
締
め
切
り
が
気
に
な
り
眼
が
覚
め
る
。

　

あ
る
と
き
、友
達
か
ら
ど
の
広
報
を
見
て
も「
農
業
情

報
は
厳
し
い
状
況
ば
か
り
…
嫌
に
な
る
ほ
ど
載
っ
て
い

る
」と
言
わ
れ
、文
章
を
書
く
機
会
が
少
な
い
自
分
に
と

っ
て
は
難
儀
で
あ
る
。

　

今
、日
常
生
活
で
I
T
の
先
端
技
術
が
こ
こ
ま
で
来
た

か
と
驚
く
。農
業
の
世
界
に
も
無
人
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
先
端
技
術
が
押
し
寄
せ
、農
作
業
の
形
態
も
日
々

進
化
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

中
山
間
地
域
の
山
手
の
農
地
で
は
、未
整
備
が
多
く

所
有
者
の
維
持
管
理
が
難
し
く
、耕
作
を
受
け
て
も
ら

え
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

今
後
ま
す
ま
す
遊
休
農
地
が
進
む
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、県
や
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、基
盤

整
備
事
業
導
入
に
向
け
、速
や
か
な
取
り
組
み
と
予
算

確
保
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

若
者
達
に
一
関
市
の
農
業
の
魅
力
の
発
信
と
、現
農

業
者
に
と
っ
て
一
層
元
気
が
出
る
魅
力
あ
る
記
事
や
情

報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

今
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、縮
小
、中
止
と
な
っ
て
い
た

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
日
常
的
に
戻
り
つ
つ
う
れ
し
い
。こ

れ
か
ら
楽
し
い
時
代
が
来
る
こ
と
を
夢
に
、い
つ
の
ま
に

か
眠
り
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員　

畠　

山　
　

潔

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員

編
集
委
員
長 

佐
藤
　
和
威
治
（
藤
沢
）

副
委
員
長 

畠
山
　
　
　
潔
（
大
東
）

編
集
委
員 

松
岡
　
千
賀
子
（
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●今回公表する賃借料情報は実際の契約に参考としていただくために、それぞれの地域ごとに契約

額が極端に高額、低額（平均値の1.7倍以上および0.3倍以下のもの）な実例をあらかじめ削除した

後、全体集計しております。

●実際の農地の貸借には、賃借料が無料の使用貸借契約もありますが実例として含めておりません。

●実際の農地の賃貸借契約の際は、対象農地の収穫見込み量や形状、および隣接する道水路などの

状況を考慮して、両者で協議の上決定してください。

● 住所 一関市川崎町薄衣字諏訪前137

             （川崎支所隣り川崎農村環境改善センター内）

● 電話 ０１９１（４３）３６０６

● FAX ０１９１（３６）５６０６

● 電話 ０１９１（２１）８４２１

● FAX ０１９１（２１）４２２１

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 4,992円 9,009円 1,906円 979

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 4,876円 8,831円 2,000円 230

❶ 田（水稲）の部（10a当たり）

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 2,521円 4,000円 1,213円 37

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 2,041円 3,500円 958円 49

❷ 畑の部（10a当たり）
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農地賃借料情報

農地法の改正により、従来の標準小作料は廃止され、地域における賃借料の目安

となるよう農業委員会が実勢の農地賃借料情報を提供することになりました。

　令和４年１月から同年12月までに締結（公告）された賃借料における賃借料水準

（10アール当たり）は、以下のとおりとなっております。

一関市農業委員会だより いわいの大地 4

備考

　一関地域の農地のご相談、申請は

　農政推進課（本庁４階）でお受けします。

農業委員会事務局移転先


